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後援会に入会しませんか

小林鷹之
Profile

東京大学法学部卒業。ハーバード大学行政大学院修了。財務省
課長補佐、外交官を経て現在衆議院議員4期目。経済安全保障
担当大臣、内閣府特命担当大臣（科学技術・宇宙）などを歴任。

国会活動国会活動

セミナー等での
講演

セミナー等での
講演

党NTT法のあり方に関するPTの提言

地元の小学生の皆さんが
来てくれました。

東京大学にて講演

「SpaceLINK2023」で
講演

マイケル・S・ロジャーズ元米国安全保障局（NSS）長官と対談

SEMICONジャパンで半導体について
パネルディスカッション

慶應大学とブリュッ
セル自由大学安全保
障・外交・戦略研究
所との共催イベント
で基調講演

小柴満信元JSR（株）
名誉会長からは、半
導体産業について

加藤智治まん福HD（株）社
長からは、食の事業承継につ
いて

憲法審査会幹事として「緊
急事態条項」について意見

党経済安全保
障推進本部提
言について総
理に説明

勉強会主催勉強会主催

習志野市きらっとサンバ習志野市きらっとサンバ

国会中もできる限り朝の駅頭。週末は街頭演説や国政報告会国会中もできる限り朝の駅頭。週末は街頭演説や国政報告会

地元活動も活発に地元活動も活発に

千葉工業大学の皆さんと2050年の社会について意見交換

開成高校の後輩と意見交換

学生の皆さんとの意見交換会学生の皆さんとの意見交換会

幕張町町内会
の餅つき

外交外交

八千代市消防団
年末年始警戒の
出陣式

八千代市ニューリバーマラソンに。
今年は10kmに参加

国
会
見
学

国
会
見
学

twitter.com/kobahawk
www.facebook.com/hawk.kobayashi

info@kobayashi-takayuki.jp
kobayashi-takayuki.jp
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各
省
横
断
の
「
経
済
安
全
保
障
重

点
事
項
検
討
会
議
」
で
は
、
経
済

安
全
保
障
上
の
リ
ス
ク
シ
ナ
リ
オ

の
作
成
と
対
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

平
時
か
ら
こ
う
し
た
リ
ス
ク
を
想

定
し
、
備
え
て
お
く
こ
と
が
、
社

会
や
経
済
を
強
靭
な
も
の
と
し
、

国
民
を
守
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考

え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
「
危
機
管
理
」
に

関
し
て
、
喫
緊
の
課
題
と
考
え
て

い
る
の
が
次
の
二
点
で
す
。

　

一
つ
は
、
憲
法
改
正
、
特
に
緊

急
事
態
条
項
の
創
設
で
す
。
今
後
、

想
定
を
超
え
る
自
然
災
害
や
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
、
わ
が
国
を
も
巻
き
込

む
近
隣
国
で
の
騒
乱
な
ど
の
緊
急

事
態
に
備
え
て
お
く
こ
と
が
肝
要

で
す
。

　

仮
に
今
の
法
制
度
で
は
困
難
な

事
態
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
、

急
い
で
法
整
備
で
き
れ
ば
良
い
で

す
が
、
国
会
を
開
く
こ
と
す
ら
で

き
な
い
場
合
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い

で
し
ょ
う
か
？

　

リ
ス
ク
（
有
事
）
を
事
前
に
想

定
し
、
具
体
的
な
法
整
備
等
を
施

し
た
上
で
も
、
想
定
を
超
え
る
事

態
が
生
じ
る
可
能
性
は
排
除
で
き

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
よ

う
な
緊
急
時
に
、
事
後
的
な
国
会

の
関
与
を
条
件
と
し
た
上
で
、
例

え
ば
暫
定
的
に
、
政
府
に
一
定
の

権
限
を
与
え
る
と
い
っ
た
「
緊
急

事
態
条
項
」
を
憲
法
に
規
定
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
で
す
。
国
内
外

で
電
力
や
通
信
な
ど
の
基
幹
イ
ン

フ
ラ
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が

多
発
し
て
い
ま
す
。
昨
夏
は
名
古

屋
港
が
標
的
と
な
り
物
流
が
一
時

ス
ト
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強
化

の
た
め
に
は
、
国
家
安
全
保
障
戦

略
に
記
載
さ
れ
た
「
能
動
的
サ
イ

バ
ー
防
御
」
の
法
的
・
人
的
な
整

備
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。
こ
れ
は
、

攻
撃
者
（
国
）
の
情
報
収
集
や
安

全
保
障
上
の
懸
念
を
生
じ
さ
せ
る

重
大
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
つ
い
て

未
然
に
防
止
あ
る
い
は
無
力
化
す

る
た
め
の
能
力
を
整
え
る
、
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

サ
イ
バ
ー
攻
撃
へ
の
対
処
は
時

間
と
の
勝
負
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

平
時
の
備
え
が
重
要
で
す
。
電
力
、

情
報
通
信
、
鉄
道
な
ど
の
基
幹
イ

ン
フ
ラ
が
攻
撃
さ
れ
て
か
ら
で
は

遅
い
の
で
す
。

　

今
回
は
、
危
機
管
理
を
テ
ー
マ

と
し
ま
し
た
が
、
今
後
も
国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全
力

で
活
動
し
ま
す
の
で
引
き
続
き
ご

指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
政
治
へ

の
信
頼
が
失
わ
れ
た
現
状
に
強
い

危
機
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。
安
心

し
て
国
家
運
営
を
任
せ
て
頂
け
る

党
へ
と
進
化
す
べ
く
、
私
た
ち
の

世
代
が
中
心
と
な
り
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　【
危
機
管
理
】

　

元
日
に
、
能
登
半
島
地
震
が
発

生
し
、
翌
日
に
は
海
上
保
安
庁
の

航
空
機
と
日
航
機
の
衝
突
事
故
が

起
こ
り
ま
し
た
。
犠
牲
に
な
ら
れ

た
方
々
に
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
現
場
で
対
応
に
当
た
ら
れ
て

い
る
全
て
の
関
係
者
に
心
か
ら
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
民
党
で
は
、
直
ち
に
能
登
半

島
地
震
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
、

救
助
活
動
、
被
災
者
の
支
援
、
生

業
の
再
建
等
に
つ
い
て
政
府
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
航
空

機
事
故
に
つ
い
て
は
私
が
事
務
局

長
を
務
め
る
航
空
政
策
特
別
委
員

会
で
再
発
防
止
策
を
纏
め
て
い
く

予
定
で
す
。

　

近
年
の
大
規
模
自
然
災
害
や
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
、
そ
し
て
今
回

の
能
登
半
島
地
震
や
重
大
事
故
を

目
の
当
た
り
に
し
て
、「
危
機
管

理
」
こ
そ
、
政
治
の
要
諦
で
あ
る

と
再
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

加
え
て
、
今
年
は
国
際
的
に
も

政
治
が
動
く
年
。
と
り
わ
け
、
米

国
の
大
統
領
選
挙
や
台
湾
を
巡
る

情
勢
な
ど
、
国
際
社
会
に
お
け
る

不
確
実
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
み
な
ら
ず
、
国
際
社
会

の
動
向
を
も
想
定
し
、
い
つ
何
時

い
か
な
る
事
態
が
発
生
し
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
、
平
時
か
ら
で

き
る
限
り
の
備
え
を
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
私
が
経
済
安
全

保
障
担
当
大
臣
の
時
に
設
置
し
た

令
和
六
年
一
月
吉
日


